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東北大学大学院修士課程修了後仙台市役所に入
り、仙台市博物館市史編さん室に配属され、仙台市
史編さん事業に従事する。「仙台市史通史編3 近世
1」「せんだい歴史の窓」など著書、論文多数。
          問／仙台市博物館　☎022-225-3074

Profile
菅野 正道さん
か ん  の    まさみち

［特 集］

03

2017年（平成29）は伊達政宗生誕450年記念としてたくさんの
イベントが行われ、伊達政宗についてもさまざまな角度から語られ
ましたが、あまり語られることのない優れた政治家、経営者としての側面に
ついて仙台市博物館主幹学芸普及室長菅野正道さんにうかがいました。

仙台市博物館主幹
兼 学芸普及室長

普請に次ぐ普請の後半生

スペシャル
インタビュー

西暦 年齢 主な出来事
1567年 1 米沢城で生まれる

1581年 15 初陣となる相馬氏との戦いに出る

1584年 18 父輝宗が隠居し、伊達家当主となる

1585年 19 蘆名・佐竹連合軍と戦って引き分ける

1589年 23 蘆名氏に大勝する

1593年 27 秀吉の命で朝鮮出兵する

1598年 32 豊臣秀吉死去

1600年 34
上杉軍と戦う
仙台城を築き始める A

1601年 35 建設途中の仙台城に移り、仙台城下の屋敷割を行う
1603年 37 徳川家康が江戸幕府を開く

1607年 41 大崎八幡宮、陸奥国分寺が完
成

B
C

1609年 43 瑞巌寺が完成 D

1610年 44 仙台城大広間が完成

1611年 45 江戸城西丸修復工事を幕府か
ら命じられる

1612年 46 京都仙洞御所の普請を幕府か
ら命じられる

1613年 47 支倉常長をローマに派遣

1614年 48 越後高田城を幕府から命じら
れ普請に赴く E

1615年 49 大坂夏の陣で家康に従って戦う

1616年 50 この頃北上川と石巻港を整備
徳川家康死去

1620年 54 江戸城大手門の普請を幕府か
ら命じられる

1627年 61 若林城の普請が始まる

1628年 62
江戸城内各所の普請を幕府か
ら命じられる
若林城に移る

1629年 63 この頃四ツ谷用水の普請が完成

1636年 70 江戸で死去

　戦国武将というイメージが強い伊達政宗ですが、年表を見てもお分かりのように、戦国武将と
して各地で戦っていたのは10代後半から30代半ばまでの20年たらず。35歳で仙台城を築城し
てから、以後30年以上は仙台城下の街づくりや藩の経営安定に力を入れています。まさに、経
営者、都市計画家ともいえる活躍ぶりでした。
　政宗は1600年（慶長5）に仙台城（🅐）の築城を始め、翌年建設途中の仙台城に移ります。城
作りの一方で、仙台城の真下を流れる広瀬川をはさんだ対岸の地に城下町を作り、インフラ整
備を始めます。仙台城と城下を結ぶ橋を架け、南北方向に真っ直ぐ続く奥州街道と、仙台城か
ら東へ向かう大町通を作ります。この二つの道路を基本軸として、武家屋敷、足軽屋敷を配置し、
そして町民たちの住む町などを碁盤の目状に整備しました。城下町の建設は元和年間

（1615~1624）に一段落したようです。
　一方で、領民の暮らしを豊かにそして安定させるための取り組みも行います。米の収量を上げ
るために始めたのが新田開発。湿地や荒れ地を水田にするためには河川整備も必要。家来の
川村孫兵衛に命じて北上川の流れを変える工事も行いました。また、建築資材などを仙台城下
へ運ぶための運河（のちの貞山堀）を作りました。
　町づくりを手掛けながら、1607年（慶長12）には大崎八幡宮（🅑）、陸奥国分寺薬師堂（🅒）が、
1609年（慶長14）には瑞巌寺（🅓）を完成させます。仙台城は築城開始から10年目に大広間が完
成しました。
　領民や下級家臣たちは、築城、町づくり、各寺社建築、そして新田開発などに総動員されまし
た。領民たちにとって負担は少なくなかったものの仙台城築城や城下普請のために、1日７合半
の米を支給していたという記録が残っています。当時の人は1日５合を食べていたというのでそ
れを上回る支給量だったということになります。
　城作り、町づくり…すべてに多額の経費が投入されました。

　政宗は仙台藩の基盤整備に力を入れる一方で、徳川家からのさまざまな命令に応じて忙しい
日 を々送ります。
　1614年（慶長19）、娘の五郎八姫が嫁いだ家康六男の松平忠輝が城主となった越後高田城 

（🅔）の普請を命じられ、政宗は越後高田（現在の新潟県上越市）に赴いて指揮をとります。また、
1620年（元和６）の江戸城修復に際しては大手門の普請を担当します。その後も江戸城の石垣
普請や江戸の堀普請などをたびたび命じられました。
　政宗は徳川家康に重用されていましたが、家康亡き後も二代将軍秀忠が上洛する時には、先
陣を切って上洛するよう命じられていました。他の有力大名より信頼されていた証ですが、一人
で行くわけでなく数百人以上の家臣を引き連れて滞在するのですから、経費がかさみます。

　こうしたことから仙台藩の財務状況は赤字でした。京都や大坂の商人に借金を重ね、徳川幕
府にも借金したりしています。政宗が亡くなる年に書いた徳川幕府に対する借用書とその礼状が
残っています。仙台藩の基盤整備と徳川幕府の命による普請に明け暮れて政宗は70歳で亡くな
りましたが、多額の借金はそのまま次の藩主に引き継がれることになります。２代藩主忠宗は瑞
鳳殿（政宗霊廟）や東照宮造営でさらに費用を使ってしまいます。３代綱宗は21歳で隠居させ
られました。さらに2歳で４代藩主となった綱村は寺社の建築に力を入れるなど、浪費も激しく
仙台藩の財政状況はいっそう逼迫します。
　ようやく赤字体質から脱却できたのは５代藩主吉村（2代藩主忠宗の孫）の時。綱村の養子
だった吉村は質素倹約につとめ、財政改革にも乗り出して立て直しを図ろうとしますが、莫大な
借金はそんなことだけで返済できるものではありません。
　その借金を一気に返せるできごとがありました。西日本が凶作に見舞われた年、東北地方は
平年作でした。仙台藩の米は20万石から30万石に増加して米不足だった江戸へと送られ、し
かも価格は例年の倍近くで取引されました。この凶作は２年続き仙台藩は米を江戸に送り続け、
おかげで借金は一気に返済できたのです。仙台藩にとっては幸運なことでした。
　こうして、江戸時代後期は経済的に安定し、政宗が礎となった伊達文化は花開きました。

　政宗の優れたところはたくさんありますが、政治家として公共事業投資の大切さも分かってい
たと思うのです。借金しながらもインフラ整備は地域の安定化と活性化、そして技術の進歩の
ためにも続けなければならないと思っていたと考えています。
　さらに、年貢を過酷に取り立てることもなかったために、領内は安定していきます。仙台藩に
は新田開発の際は藩に厳密に届けなくてもよいという暗黙の了解がありました。つまり、隠し田
を認めていたことになります。江戸時代、過酷な年貢米の取り立てで凶作の時に百姓一揆が起
こり、そのために幕府の命令で藩が取り潰しになってしまったということもありました。人心の
安定こそが藩の安定につながっていくことが分かっていたのでしょう。
　政宗はリストラもしませんでした。一時120万石もあったのに秀吉の奥州仕置などにより減封
されて、最終的には半分の62万石になります。しかし、家臣たちを減らすことはなかったのです。
むしろ、新たに召し抱えることもあったほど。戦国時代が終わり仕えていた主君が滅亡したりし
て有能な人材が職を探していた時代です。普請に優れた工匠や、職人、絵師など多彩な人材も
仙台藩に招き入れます。
　リストラで人材が枯渇しないようにしながら、
さらに能力がある人を登用する…人材の大切さ
を分かっていたといえるでしょう。
　こうしてみると、未来を見据え、人を大切にし
た政宗の政治家、経営者としての手腕に感心さ
せられます。政宗の生き方は現代の経営者の皆
さんにも参考となるのではないでしょうか？ 

最後の戦国武将といわれているけれど

実は政治家、経営者としても一流 だった伊達政宗

仙台城築城のかたわら、仙台城下のインフラ整備に尽力した後半生

Q 伊達政宗は仙台城下の町づくりに積極的に関わったということですが、
どんなグランドデザインを考えていたのでしょうか？

徳川幕府からの命令で江戸はもとより各地で普請を行う

Q さまざまなことを手掛けているようですが、財政的には大丈夫だったので
しょうか？ 領地からの収入で賄えたのですか？

借金を抱えながらもリストラせずに次々公共事業を手がける

Q 仙台藩の安定のために駆け抜けた後半生だったわけですが、
仙台経済同友会にメッセージがありましたらお聞かせください。
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蔵伊達政宗書状　土井大炊頭利勝・酒井讃岐守忠勝宛

寛永13年2月24日　仙台市博物館蔵
金を貸してもらったことに対する老中への礼状

土井大炊頭利勝・酒井讃岐守忠勝宛銀子借用状
寛永13年2月24日　仙台市博物館蔵
政宗が亡くなる３ヵ月前に書いた幕府への借用書

大きく蛇行する広瀬川、碁盤の目状に整備された町割りが分かる絵図。政宗が没して約10年後に描かれたもの

C

『「仙台市史」通史編3 近世1』
　 仙台市史編さん委員会編集
　 仙台市発行

『城下町仙台ポケットガイド』
　 仙台市博物館編集・発行

『せんだい歴史の窓』
　 菅野正道著
　 河北新報出版センター発行

仙台藩と伊達政宗について
知りたい方におすすめ

もっと

伊達政宗の普請

一部の写真提供：宮城県観光課

「室中孔雀の間」
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